








高周波電流による木材乾燥               
木 彫 熊 の 高 周 波 乾 燥             

                                             高    見        勇

  北海道に来た人がデパートなどの記念品売場でよく眼につくのは、アイヌ民芸品の各種
の品々であります。中でも大小さまざまの木彫熊が何といっても多く而もよけいに人目に
立つようです。立った熊、坐った熊、又鮭を背負った熊等さまざまのが見られます。なお
この様な木彫熊は成程私達のみた目には何となく、聖なる、野生的な厳粛さをあの黒光り
のつやのある全体から感じとれます。茲に、アイヌ芸術の深さと伝統があるのです。彼等
は、この伝統を毎日毎日たゆまず実証し、そしてより向上せんとして努力しているようで
す。現に、実際に仕事場を訪れてみると全く真剣に精力をその芸に集中して彫刃を振って
います。このような芸心には只只感服するの外はありません。
  而し乍ら、科学技術の進歩は、このような神聖さの中にもヨウシャなく進入します。彼
等も亦絶えず期待していることも事実です。折角精魂を尽くして出来上げたこの様な芸術
品も、“木材であるがために”木材材質のもつ多くの欠点を抑制して作り上げることは矢張
り難しく、乾燥の不充分による”割れ及び狂い”これが現在品質の決定的な要素となっている
のです。このことについて、彼等に於いてはすべて経験と感によるもの、即ち伝統によっ
てなされて居ります。現在の木材乾燥の技術からみて、この様な処置は矢張り一考を要し
ます。即ち、もっと合理的な厳密性のある技術によってなすことの出来る、確実味のある
方法を考えるべきで、これが前に述べました、乾燥による割れ及び狂いを殆ど抑制し得る
手段としての、高周波電流による乾燥なのであります。
  一般に、木彫熊の材料は、元来光沢性のある”くるみ“の木が用いられましたが、加工上
からも、又製品の乾燥による欠点からも、特に大きなものは、現在は殆ど小舞材によって
作られているようです。小舞材は非常に繊維が稠密であり材全体が他の樹種よりも、より
均一性な柔らかさをもっているので、加工上からの点の彫り易さから、又乾燥後の欠点か
らしても、それにこの材の豊富なことからも、多く用いられる因をなしているのです。殊
に 6～70 貫の実物大の大きなものになると、どうしても小舞以外によい材は見当らないよ
うで、実際にはこの小舞材を山から伐って来て彫ることになります。所謂生材の水分のあ
る状態で、約八分通りの加工彫りを行いそれを暖かい部屋の屋根裏の棚におき、長いもの
は四、五年間、少なくとも一冬期間位はおいて天然乾燥するのです。所謂カゲ乾しをする
のです。
  こうした状態で棚に置くと、はじめに大きく表面割れを起し、乾燥が進むにつれてその
割れが小さくなってくるのです。と同時に狂いが、即ち四ツ足で立っているものがガタガ
タ動いてくるようになり、カタチンバになってくるのです。この様な状態のものの表面に
手で触り、或いは加工の前後の重さをみたりして乾燥の出来具合を判断しているのです。
このような全く原始的な方法で、殊にシンのあるもの等については乾燥判断の難しいもの
ですが、とにかく、こうして乾燥ができたと思われるものに、後の二分通りの仕上げ加工
彫りをするのです。割れは細い挿木によって埋め、表面に染料を数回繰り返して塗り、そ
の染料のもつ水分によって、表面から吸水した水分を乾燥し(矢張り同じ様な屋根裏或いは
ストーブの廻りに一週間置いて乾燥する)、後にワックスを塗ることによって出来上ること
になるわけです。
  現在最も多く作られるのは、高さ 7～8 寸か、1尺 2～3 寸の、1 尺前後のものが殆どであ
るようです。2 尺～3 尺の大きなものも、数は少ないが出るようです。この様に多くの木彫
熊が毎日作られますが、乾燥の充分なものは、このような天然乾燥では全く見られず、少
し暖かい乾燥した処に一月置くと、貴重な芸術品も全く価値がなくなってしまう現状であ
ります。実際に彫っている人に言わせますと、『このような非良心的なものを出すのも、他
に手段方法がないので致し方ないのですが、でもこの点については、いろいろ工夫努力し
ているのです』と言っていますが、このような点からみまして、尚更、この高周波乾燥に
よる完全な乾燥が必要となってくるのを特に痛感した次第です。
  現在迄、当所で乾燥を取扱った木彫熊は、数十個に及んで居りますが、大きいもので 60
貫目、小さいもので 3 貫目(何れも乾燥前の重量)のもので、その中天皇陛下をはじめ、皇族



そのために、特に慎重に乾燥したものもありますが、大きい 60 貫のものでも 2 日間で、小
さい 3 貫位のものは僅かに 3 時間位で乾燥できるのです。従来の天然乾燥からみれば、全
く比較にならない位に短時間で、而も完全に仕上げ得るのです。未だに高周波乾燥によっ
て乾燥したものには(比較的大きいものであるにもかかわらず)、割れとか狂いの欠点が出た
ことは一つも聞いて居りません。従って効果は充分あるものと思われ、貴重な芸術品たら
しめるのに高周波乾燥が如何に役立つかが、実証出来ると思います。
  次に、最近高周波乾燥した木彫熊のそのデータについて述べることになりますが、木彫
熊は写真第 1図に示しましたように大きいのは 44kg(約 12貫)、小さいのは 12kg(約 3貫)(何
れも乾燥前の重量)です。

  第 1 図  高周波乾燥に用いた木彫熊

  材は小舞材で、両木彫熊とも、腹部全体にわたってシンが通って居り、その他の欠点は
みられませんでした。含水率は比較的少ない様で、彫ってから大分たっているので、推定
80～100％のように思われます。只、シンがあるため割合に水分があるようでこの木彫熊に、

  第 2 図  高周波加熱器及乾燥方法
(出力 7.5kwh)

写真第 2 図の如き高周波加熱器によって電流を通じるのでありますが、手前にある箱の中
に入れて上からフタをし、蒸気の逃げるのを防ぎ乍ら(これは表面割れの起ることを防ぐた
めと、安全性から用いたわけです)乾燥したのであります。実際には、このような箱によっ
て蒸気を防ぐことは余り必要でなく、写真第 3 図のように、両側から銅板によって挟むだ
けで充分よいのです。

  第 2 図  高周波乾燥装置

真上から見ると、写真第 4 図の様になりますが、この様な程度で充分間に合うようです。
然し乍ら、余り大きなものになると、内部と外部の温度差が大きくなる。

  第 5 図  木彫熊の位置及加熱極板

  第 4 図
木彫熊の高周波乾燥による消費電力、重量減少及表面温度の時間的変化(但し消費電力は真
空管の水冷用ポンプの動力用電力が入っている)



方及政界、財界の有名人に、又遠くアメリカの日産博覧会に至るまで数多くあります。



与え得ないのです然し繰返して与えている中に、表面の一部の結合水をも動かすと同時に、
表面から内部に向ってエネルギーを伝達して、内部の自由水を漸次動かしてゆく、これが
時間の函数として一つの勾配をつくってゆくかたちなのです。然し乍ら、内部までの結合
水をも動かすことは全く不可能で、逆に言えばそれを維持した状態のポテンシャルエネル
ギーは一つの低い値をもっている事になります。ですから何かの作用で、例えば少し高温
で乾いた空気中に置く様なこれ以上のポテンシャル状態にすると、内部の自由水及び結合
水の一部が活動し、その結果そこに不安定な状態を起すことになるわけです。これが高周
波乾燥になると、状態の変化が丁度天然乾燥の場合と逆になるようなことになるのです。
即ち、電気的なエネルギーをそこに与えると、その部分の電気的に動かされる物質のため
に、自由水、結合水共に激しく揺すぶられ、この激しい振動によって熱を発生し、自由水
も結合水の一部も居れなくなって外に出てしまうのです。安全なポテンシャル状態になろ
うとするのです。この電気エネルギーが、高ければ高い程それに比例して、あるポテンシ
ャル以下の値をもっている自由水、結合水はすべて出てしまい、残りのポテンシャル状態
はまことに高いものとなっているのです。又、まことに都合のよいことには、このポテン
シャル状態が内部程高く表面程低い様な勾配で働き続けているのです。従って電気エネル
ギーを与えるのを中止すると、材全体が安定な状態になるため、即ち内部に比して不安定
な表面の水系は内部の方に移行し、全体が一様に安定なものへとなるのであります。この
様な考察からして高周波乾燥によって与えられる電気エネルギーは実に大きいもので、普
通天然ではこれに近いエネルギーをも与えることは先ずなく、又それ以上の処に置くこと
もないので、欠点も生じないわけなのです。良く長年放置した木材が、非常に安定性があ
るのは、長時間に与えられたエネルギーが、僅かずつではあるが蓄積されて、その様な安
定なポテンシャル状態になったもので、只、高周波ではそれを時間的に僅かの間に与えた
と解釈して差支えないものと思われます。電気的エネルギーによって、揺すぶられる激し
さの中に生ずる物理、化学的変化というものが、或いはこの安定性のあるものにするのか、
と言うことについては現在迄は何等究明されては居りませんが、とにかく安定な状態のも
のにしてくれることは、実験上からも立証されているのです。
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